
観覧者・参加者募集！

京都を舞台に行われる文化と芸術の祭典京都を舞台に行われる文化と芸術の祭典

創造する文化　京都から世界へ創造する文化　京都から世界へ
The Creative Power of Culture:From Kyoto to the WorldThe Creative Power of Culture:From Kyoto to the World

観覧・参加
無料

2017年 3月9日（木）

おもてなしワークショップ
～作法から分かるくらしの文化の奥深さを海外に発信～

■ 開場/13：30～ 
■ 開会/14：00～ 
■ 終了/16：30（予定）

■ 入場無料　 ■ 事前申込〆切 ： 2月28日（火）17：00まで
■ 会場/下鴨神社 参集殿

お申し込みは裏面を確認ください
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■ 会場のご案内

下鴨神社　参集殿
〒606-0807　京都市左京区下鴨泉川町59
（京阪）出町柳駅より徒歩12分

京都文化力プロジェクト 2016-2020京都文化力プロジェクト 2016-2020

■ 日　時／2017年3月9日（木）　14:00～16：30（予定）
■ 会　場／下鴨神社　参集殿

◉13:30／開場、受付開始
◉14:00／開会、挨拶
◉14:05／基調講演：小笠原 清基氏
◉15:00／休憩

◉15:10／グループディスカッション
◉16:10／発表、総評
◉16:30／終　了

プ ロ グ ラ ム 基 調 講 演

第 1 部

第 2 部

日本人が大切にしてきたおもてなしや相手を思いやる心を表現した
作法やマナーを再認識し、世界の人々に日本人の精神性を伝えていくためのプログラムです

弓馬術礼法小笠原流次期宗家　

小笠原 清基氏
１９８０年生まれ。
弓馬術礼法小笠原流31世小笠原清忠宗家の長男。 
３歳で稽古を始め、小学５年で鎌倉の鶴岡八幡宮で
流鏑馬神事の射手を務める。
大阪大を卒業後、筑波大大学院にて神経科学博士
を取得。「家業を生業にしない」という家訓があり、
現在製薬会社の研究員。
NPO法人小笠原流・小笠原教場 理事長
一般社団法人日本文化継承者協会 代表理事
一般社団法人蛍丸記念刀剣文化遺産伝承会 顧問
日本女子体育大学弓道部 監督



お申込者氏名（フリガナ）

観覧・参加希望  □観覧のみ □参加　

同行者人数

TEL FAX

E-mail

 E-mail：bunka2016_kyoto@jproduce.co.jp公開ワークショップ  【お申し込み・お問い合わせ先】　

TEL.06-4964-8868　FAX.06-4964-8809京都文化力プロジェクト実行委員会事務局
（平日10：00～17：00）

＜個人情報取扱について＞＊お申し込みの際の個人情報は、事務局にて適切な管理のもと、本イベントの連絡に限り利用いたします。

FAX、E-mail
またはお電話にて
お申し込みください

■申込締切/2月28日（火）17:00まで
■定員/観覧70名様、参加30名様 
※応募多数の場合は抽選

FAXの場合は右記の申込書に必要事項を記入し、
そのまま送信してください。

ご参加できない場合のみ連絡させていただきます。
当日は、受付でお名前をお伝えください。

京都文化力プロジェクトとは

【主催】京都文化力プロジェクト実行委員会　【運営】株式会社JTB西日本、株式会社Jプロデュース

「京都文化力プロジェクト」は、２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大会等を契機として、
京都を舞台に行われる文化と芸術の祭典です。

２０２０年に向けて、京都から多彩な文化・芸術を世界に発信するとともに、
国内外の人々と交流・協働し、新たな創造の潮流を起こしていきます。

3
つ
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標
と
推
進
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1

期間

会場

事業主体

世界の人々に京都の魅力を伝え、
もてなす基盤を作る

基盤整備

・京都の人が京都の文化を知り、大切にする
・国内外からの来訪者を迎える環境の整備
・文化・観光情報の収集、蓄積、提供
・外国人への言語・災害時対応等充実

2 世界の人々に京都の総合的な
文化力を提示する

イベント・プロモーション

・多様な主体が主催者として参画
・京都全域を舞台にし、地域振興にも貢献
・段階的なイベントの実施
・京都文化の良さを失わず、伝統産業を活性化
・各種イベント情報の提供と保存

3 世界の人々と協働し、
新たな創造の潮流を起こす

伝統を活かした創造支援

・京都の伝統文化をきちんと伝える
・京都の伝統文化を支える人々の活動の場をつくる
・伝統を活かした創造を生み出すしかけづくり
・国内外の若い芸術家等を呼び込み、坩堝（るつぼ）とする
・若者の参加

●国や東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会等との関係構築、関西広域連合等との連携
●行政・経済界が一体となって協力し、オール京都で推進

http://culture-project.kyoto/

実行委員会事業
スケジュール

2017（平成29）年度

※事業の内容等については，今後検討を進める中で変更することがあります。

2018（平成30）年度 2019（平成31）年度 2020（平成32）年度

あらゆる分野を
融合した

総合的な祭典

基本事項

＜事業構成＞

※グループディスカッションへの参加は、観光ガイド等日頃から観光業務に
　携わっている方に限らせて頂きます。第2部のみの参加はできません。

舞台芸術を
テーマにした事業

美術・工芸を
テーマにした事業

くらしの文化を
テーマにした事業

実行委員会事業は、「舞台芸術」「美術・工芸」「くらしの文化」という３つの分野から年度ごとに１つの分野に絞った事業と合わせて、その他２つの分野のワーク
ショップ等を開催するとともに、２０２０年までにゴールを目指す継続事業や、毎年実施する事業として、国内外に向けた情報発信のためのポータルサイトの運
用、機関誌の発行及び推進フォーラムを開催する。

実行委員会が主導的に企画・推進・資金拠出を行う「実行委員会事業」と、行政、経済界、文化芸術団体、大学等が中心となって京都で実施されている事業につ
いて企画・広報等の面で支援協力する「共催・連携事業」、京都で催される多種多様な市民府民による文化芸術イベントを認証する「認証事業」に区分する。

2016年～2020年

京都府全域

行政、経済団体、文化芸術団体・文化施設、観光関連団体、大学、住民団体　等


